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場
内
騒
然
と
す
る
中
で
、
中
森
投
手
の
背

番
号
56
を
付
け
た
杉
本
り
ん
ご
さ
ん
（
篠
山

中
学
・
篠
山
鳳
鳴
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で

投
手
、
黒
豆
本
舗
の
小
田
垣
商
店
勤
務
）
が

登
場
、
始
球
式
で
ノ
ー
バ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
イ

ク
…
…
球
場
が
ど
よ
め
き
、
ま
た
ま
た
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
２
回
に
ロ
ッ
テ
が
大
量
７
点
を

と
り
、
最
終
的
に
は
11
対
３
の
大
勝
。
試
合

終
了
後
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
藤
原
恭
大
（
大
阪
桐
蔭

高
）
選
手
に
、
Ｊ
Ａ
丹
波
さ
さ
や
ま
佐
野
専

務
か
ら
丹
波
篠
山
黒
豆
商
品
セ
ッ
ト
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　

こ
の
冠
協
賛
試
合
で
破
竹
の
４
連
勝
、
翌

日
も
ロ
ッ
テ
の
勝
利
で
５
連
勝
。
現
在
も
首

位
オ
リ
ッ
ク
ス
を
追
随
中
。（
７
月
の
前
半

戦
終
了
時
点
）

　

す
る
と
球
場
内
に
民
謡
デ
カ
ン
シ
ョ
節
の

軽
快
な
囃
子
が
流
れ
、
酒
井
市
長
は
じ
め
丹

波
篠
山
市
の
関
係
者
や
ロ
ッ
テ
チ
ア
ガ
ー
ル

の
面
々
が
デ
カ
ン
シ
ョ
踊
り
を
披
露
。
そ
こ

で
酒
井
市
長
の
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い
ス

ピ
ー
チ
。「
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
兵
庫

県
は
、
丹
波
篠
山
か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。

中
森
投
手
は
私
た
ち
市
民
の
自
慢
で
す
。

ロ
ッ
テ
に
入
団
で
き
て
、
大
変
う
れ
し
く
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
大

き
く
、
育
て
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
黒
豆
ナ
イ

タ
ー
！
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

こ
の
前
半
の
市
長
の
言
葉
が
、
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
フ
ァ
ン
の
ハ
ー
ト
を
直
撃

し
た
。「
丹
波
篠
山
は
市
民
を
挙
げ
て
、
ロ
ッ

テ
の
優
勝
を
、
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
こ
の
挨
拶
で

場
内
は
歓
喜
の
拍
手
！
感
動
し
た
。

　

丹
波
篠
山
市
出
身
の
中
森
俊
介
投
手
が

２
０
２
０
年
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
か
ら
２
位
指
名
を
受

け
て
入
団
。
過
日
、
丹
波
篠
山
市
は
同
球
団

と
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
協
定
契
約
を
締
結
し

た
。

 

今
年
７
月
６
日
（
火
）、
日
本
農
業
遺
産

認
定
記
念「
丹
波
篠
山
市　

黒
豆
ナ
イ
タ
ー
」

冠
協
賛
試
合
の
ロ
ッ
テ
対
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
戦

が
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム（
千
葉
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　

試
合
前
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
丹
波
篠

山
市
内
の
四
季
折
々
の
映
像
（
河
原
町
妻
入

商
家
群
、
王
地
山
の
紅
葉
、
デ
カ
ン
シ
ョ
祭

り
、
黒
豆
の
枝
豆
の
収
穫
写
真
）
が
紹
介
さ

れ
、
中
森
選
手
へ
の
応
援
動
画
と
本
人
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
い
た
。

　
「
丹
波
篠
山
市
は
僕
の
入
団
を
き
っ
か
け

に
市
を
挙
げ
て
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
黒

豆
を
食
べ
て
丹
波
篠
山
市
の
魅
力
を
知
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
彼
は
、
ま
さ
し
く
丹
波
篠

山
ふ
る
さ
と
大
使
ら
し
い
言
葉
で
締
め
く

く
っ
た
。

ロッテ対ソフトバンク　試合前、あいさつする丹波篠山市酒井隆明市長
（日刊スポ－ツ新聞社提供）　　　　　

ロッテ対ソフトバンク　試合前、デカンショ節を披露する丹波篠山市酒井隆明市
長（左から2人目）ら（日刊スポーツ新聞社提供）

A k i n o r i  S h i m i z u

丹
波
篠
山

黒
豆
ナ
イ
タ
ー
開
催

清
水　

昭
憲

篠
山
鳳
鳴
同
窓
会
関
東
支
部

事
務
局
長
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ン
で
の
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル

に
し
ろ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
し
ろ
、
特
段
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
な
く
開
催
す
る
わ
け
で
す
が
、

そ
こ
は
同
郷
人
の
よ
し
み
、
会
話
の
ネ
タ
に

困
る
こ
と
も
な
く
、
毎
回
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
る
と
い
う
状
況
で
す
。
前
述
の

通
り
の
出
身
地
構
成
で
す
の
で
、
東
側
の
勢

力
が
多
勢
を
占
め
る
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
西
側
の
勢
力
の
声
が
大
き
く
感
じ

ら
れ
る
の
は
私
が
姫
路
市
出
身
だ
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
流
ち
ょ
う
な

関
西
弁
、
播
州
弁
や
多
少“
標
準
語
な
ま
り
”

の
入
っ
た
関
西
弁
が
入
り
交
じ
っ
た
状
態
で

盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

稀
に
、
他
エ
リ
ア
の
県
人
会
と
の
合
同
開

催
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
黄
色
を
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と

す
る
我
ら
兵
庫
県
人
会
と
赤
を
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
と
す
る
某
県
の
県
人
会
と
の
合
同
開
催

で
す
。
そ
の
時
は
社
内
会
場
で
行
い
、
お
互

い
の
地
の
特
産
品
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
が
、

称
賛
し
合
っ
た
り
、
自
慢
し
合
っ
た
り
、
単

独
開
催
に
は
な
い
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
兵
庫
県
東

京
事
務
所
の
方
々
に
も
ゲ
ス
ト
参
加
頂
き
、

非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
外
部
の
方
々
に
参
加

頂
け
る
の
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
メ
リ
ッ

ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
地
元
兵

庫
県
か
ら
の
参
加
も
実
現
し
そ
う
で
す
。

い
ま
は
勤
務
先
で
あ
る
三
菱
総
合
研
究
所
の

あ
る
東
京
に
居
を
構
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

年
に
数
回
の
帰
省
で
故
郷
の
空
気
を
味
わ
う

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は
望
郷

の
想
い
を
胸
に
、
我
が
社
に
お
け
る
兵
庫
県

人
会
の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
我
が
社
の
県
人
会
活
動

　

東
京
に
あ
る
会
社
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
我
が
社
も
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で
、
様
々
な
地
域
の
出
身
者
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
有
志
に
て
自
然
発
生
的

に
県
人
会
な
る
も
の
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
知
る
限
り
、
栃
木
県
人
会
、
中
部
圏
県

人
会（
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
）、
奈
良
県
人
会
、

広
島
県
人
会
、
大
分
県
人
会
な
ど
が
比
較
的

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
活
動
に
触
発
さ
れ
、
２
０
１
８
年
、『
Ｍ

Ｒ
Ｉ
兵
庫
県
人
会
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
当
初
は
20
数
名
だ
っ
た
も
の
が
、
そ
の

後
、
着
実
に
会
員
数
を
増
や
し
、
い
ま
で
は

新
入
社
員
か
ら
役
員
ま
で
40
名
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
（
あ
る
い
は

縁
あ
る
地
）
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
神

戸
市
14
名
を
筆
頭
に
、
西
宮
市
、
姫
路
市
、

宝
塚
市
、
三
田
市
、
加
古
川
市
、
た
つ
の
市
、

南
あ
わ
じ
市
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｍ
Ｒ
Ｉ
兵
庫
県
人
会
の
活
動
状
況

　

県
人
会
の
活
動
は
年
に
１
、２
回
の
懇
親

会
が
中
心
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
前
は
リ
ア

ル
な
場
で
の
懇
親
会
、
発
生
後
は
オ
ン
ラ
イ

　

丹
波
篠
山
の
黒
豆
の
力
は
偉
大
な
り
！

　
“
が
ん
ば
れ
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
”

【
編
集
後
記
】

　

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
ロ
ッ
テ
担
当
、
金
子
真
仁

記
者
の
観
戦
記
に
は
、
心
底
感
銘
を
受
け
た
。

　

翌
日
（
２
０
２
１
年
７
月
７
日
）
の
日
刊

ス
ポ
ー
ツ
で
、
同
記
者
は
後
述
の
竿
頭
文
を

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
高
の
賛
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
丹
波
篠
山
市
長
日

記
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く

だ
さ
い
。）

―
―
「
な
ぜ
だ
ろ
う
、
ジ
ー
ン
と
来
た
。
自

分
で
も
び
っ
く
り
し
た
が
目
が
潤
み
か
け

た
！
」
市
長
日
記
を
読
み
返
す
度
毎
に
、
そ

の
時
の
感
動
と
歓
喜
が
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。

　

小
生
た
ち
が
本
観
戦
に
至
る
ま
で
の
間
、

小
林
七
子
課
長
（
丹
波
篠
山
市
秘
書
課
）・

辻
川
貴
志
様
（
同
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
）
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

【
中
森
俊
介
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
】

　

２
０
０
２
年
５
月
29
日
丹
波
篠
山
市
生
ま

れ
。
現
在
19
歳
。
球
歴
は
福
住
小
学
校
（
多

紀
野
球
少
年
団
）、
篠
山
東
中
学
校
で
軟
式

野
球
部
、
３
年
生
の
と
き
硬
式
野
球
の
三
田

ボ
ー
イ
ズ
に
入
部
、
明
石
商
業
高
校
１
年
生

か
ら
ベ
ン
チ
入
り
、
２
年
生
の
春
夏
甲
子
園

は
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
（
い
ず
れ
も
ベ
ス
ト

４
）
し
プ
ロ
野
球
各
球
団
注
目
。
ス
ト
レ
ー

ト
の
球
速
１
５
１
㎞
。
球
種
は
ス
ラ
イ

ダ
ー
・
カ
ー
ブ
・
ス
プ
リ
ッ
ト
・
チ
ェ
ン
ジ

ア
ッ
プ
・
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
多
種
多
才
。 

右
投
げ
左
打
ち
。

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
大
学
進

学
を
機
に
出
生
の
地
で
あ
る
姫
路
市
を
離
れ
、

大型スクリーンに放映された関係者達Ta k a s h i  I n o u e

我
が
社
の
兵
庫
県
人
会

井
上　

貴
至

株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所

姫
路
市
出
身
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⑴
テ
ー
マ

　

ご
自
由
に
設
定
く
だ
さ
い
。

※�

例
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」
や
「
会

員
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
ほ
か
、

「
現
在
さ
れ
て
い
る
活
動
の
ご
紹
介
」、「
お

仕
事
や
趣
味
に
関
す
る
こ
と
」、「
ご
自
身

の
近
況
報
告
」
な
ど

⑵
字
数

　

４
０
０
〜
５
０
０
字
（
上
記
の
字
数
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。）

※�

原
稿
に
は
、
必
ず
「
タ
イ
ト
ル
（
題
）」

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

　
「
お
名
前
（
ふ
り
が
な
付
き
）」、「
ご
出

身
地
（
例
：
神
戸
市
出
身
）」
の
ほ
か
、「
ご

所
属
（
例
：
兵
庫
株
式
会
社
）」
に
つ
い

て
も
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
ご
所
属
」
等
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
、
記
載
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
校
正
作
業
の
過
程
で
ご
投
稿
内

容
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、「
ご
連
絡
先
（
携
帯

電
話
、
ご
自
宅
又
は
お
勤
め
先
の
電
話
番

号
）」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑶
写
真

　

顔
写
真
１
枚

※�

お
写
真
は
、
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
写
真

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
プ
リ

ン
ト
の
場
合
は
、
裏
面
に
「
お
名
前
」
と

「
返
却
の
有
無
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

⑷
原
稿
の
締
切

　

次
号
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
（
Ｖ
ｏ
ｌ
．

１
４
２
）」
の
投
稿
分
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
12
月
10
日（
金
）ま
で
に
ご

投
稿
く
だ
さ
い
。

※�

誌
面
の
関
係
上
等
で
次
号
に
掲
載
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
こ
ち
ら
か
ら
事
前
に

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸
問
い
合
わ
せ
・
原
稿
送
付
先

〒
１
０
２–

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２–

６–

３

　

都
道
府
県
会
館
13
階

　

兵
庫
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
兵
庫
県
人
会
事
務
局

�

担
当
：
西
川

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３–

５
２
１
２–

９
０
４
２

Ｅ–

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
：

　

info@
hyogo-kenjinkai.jp

※�

メ
ー
ル
で
の
原
稿
提
出
が
可
能
な
場
合
は
、

ワ
ー
ド
文
書
又
は
メ
ー
ル
に
直
接
文
字

デ
ー
タ
を
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
な
ど
文

字
デ
ー
タ
を
こ
ち
ら
で
加
工
で
き
る
形
式

で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
間
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
会
員
サ
ロ
ン
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
に
際
し
て
の
留
意
点
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

「
会
員
サ
ロ
ン
」
へ
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ら
で
は
の
県
人
会
活
動

　

我
が
社
で
は
「
豊
か
で
持
続
可
能
な
未
来

の
共
創
に
向
け
社
会
課
題
を
解
決
」
を
掲
げ
、

研
究
・
提
言
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
２
年
前
に

な
り
ま
す
が
、
県
人
会
メ
ン
バ
ー
の
地
元
愛

が
高
じ
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
得
意
技
を
武
器

に
、
神
戸
市
様
に
「
神
戸
未
来
へ
の
挑
戦
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
自

主
的
な
提
言
活
動
と
し
て
行
い
ま
し
た
が
、

神
戸
市
様
に
快
く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
神
戸

市
長
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
と
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
社
で
は
研
究
・
提
言
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
実
装
を

通
じ
た
社
会
課
題
解
決
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
２
０
１
６
年
、
多
可
町
に
大
規
模
な
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
共
同
出
資
に
よ
り
建
設
し
ま
し
た
。
現
在

も
、
順
調
に
稼
働
し
続
け
て
お
り
、
脱
炭
素

社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

■
さ
い
ご
に

　

こ
の
よ
う
に
硬
軟
取
り
混
ぜ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
兵

庫
県
人
会
の
活
動
で
す
が
、
社
内
の
風
通
し

向
上
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

ま
た
、
各
メ
ン
バ
ー
の
心
に
秘
め
た
地
元 

兵
庫
県
へ
の
想
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
兵

庫
県
の
発
展
に
直
接
的
、
あ
る
い
は
間
接
的

な
面
含
め
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神戸市様への提案書
「神戸未来への挑戦プロジェクト」

多可町メガソーラー発電所
（三菱総合研究所プレスリリース
https://www.mri.co.jp/news/press/20161129.html）
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氏　名 会社名 住　　所 出身地 紹介者

七川　博一 【 自 宅 】 215-0027 �神奈川県川崎市麻生区岡上�  
71-2-2-602 神戸市

西濱　誠 株式会社スカイインテック 【勤務先】 135-0061 �東京都江東区豊洲2-2-1�  
豊洲ベイサイドクロスタワー29階 神戸市

※掲載をご承諾いただいた方（項目）のみを掲載しています。

令和３年６月1日から令和３年８月31日までの間に入会された方をご紹介します。
（会社名・住所は入会申込時のものです。）新規会員のご紹介

東京兵庫県人会 会員募集中
首都圏にお住まいの兵庫を故郷とする皆さん ! !
兵庫にゆかりのある皆さん ! !
東京兵庫県人会でネットワークを広げませんか？

【主な活動】
○総会交流会（年１回）
○ふるさとひょうごふれあいセミナー（年３回）
○県人会会報誌「ふるさとひょうご」（年３回発行）

【新規ご入会のお問い合わせ】
事務局（兵庫県東京事務所）までお問い合わせください。
県人会の活動や入会案内については、ホームページにも掲載しています。ぜひ一度ご覧ください！

→ http://hyogo-kenjinkai.jp/ 
【年会費（年度単位：４月１日～３月31日）】　3,000円

兵庫県マスコット「はばタン」

【東京兵庫県人会】　会　長：菅谷　定彦（㈱テレビ東京特別顧問）　　会　員：約900名
　　　　　　　　　事務局：兵庫県東京事務所（TEL 03-5212-9040）

○「のののの会」（中堅・若手会員交流会・随時）
○東京宝塚劇場公演鑑賞会の実施（年１回）
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検 索 ひょうご出会い

ひょうご出会いサポート東京センターは

ひょうご出会いサポート東京センター長
田　中　直　美

公益財団法人兵庫県青少年本部が運営する
結婚相談所「ひょうご出会いサポートセンター」の
東京センターが大手町のパソナビルから、
平河町の都道府県会館に移転しました。
気分一新「行政が手がける結婚相談所」として、
文字通り行政機関の兵庫県東京事務所の中で、
より一層、会員の方々の出会いに関するサポートや
広報に積極的に取り組んでまいります。
兵庫県東京県人会のみなさまの引き続きの
ご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

９月14日(火)
都道府県会館に
移転しました。

（永田町駅すぐ）

兵庫県が婚活をサポート
リーズナブルで安心・安全
※費用5,000円/年（20代は3,000円）

スマホでお相手探し
※20歳以上の独身の方

詳しくはコチラ！

ひょうご出会いサポート東京センター
東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館13階 兵庫県東京事務所内
TEL 03-6262-3035　FAX 03-6262-3036
火・水・金・土／9：00～17：15



志

　智

　宣

　夫〒６５０－００１１
神戸市中央区下山手通５丁目８－１４－３０９
電話（０７８）３６１－３３１８
FAX（０７８）３６１－３３１９

ごはんから
生まれるパワーと いい笑顔！

私たちは
　おいしいごはんを食べよう県民運動
を応援しています

兵庫県米穀事業協同組合
理事長　藤尾　益也

ト
ラ
ッ
ク
は
生
活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

く
ら
しhttp://w

w
w
.hyotokyo.or.jp/

原

　岡

　謙

　一

　

一
般
社
団
法
人  

兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

https://w
eb.hyogo-iic.ne.jp

人
法
団
財
益
公

東
川
崎
町
一
丁
目
八

―

四

区
央
中
市
戸
神

七
七
九
）
八
七
〇
（
話
電

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
を
応
援
し
ま
す

―

〇
七
〇
九

東京兵庫県人会のご発展を祈念します
郷土各界名士 · 郷土経済界有志
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〒100-0006
東京都千代田区有楽町２丁目10 -１
東京交通会館　地下１階
TEL ／03-6273-4133
FAX ／03-6268-0880
営業時間／11：00～19：00

◦JR「有楽町駅」徒歩１分
◦東京メトロ有楽町線
「有楽町駅」「銀座一丁目駅」
徒歩１分
◦東京メトロ丸ノ内線・銀座線・
日比谷線「銀座駅」徒歩３分

兵庫わくわく館

丹波栗納豆
１袋1,512円（税込）

大粒の栗がゴロゴロ入った甘納豆。
甘さをおさえ丹波栗本来の味を楽
しめます。

丹波黒生枝豆
500g 1,234円（税込）

丹波栗500g
3L：1,380円（税込）
2L：1,250円（税込）
M：600円（税込）

◉10月23日（土）～10月24日（日）
　姫路市と西播磨地区の商品を集めた販売イベント「姫路・西はりま地場産業センター」（東京
交通会館１階ピロティ）〈予定〉
◉11月25日（木）～11月28日（日）
　選りすぐりの播磨の日本酒を一堂に集めた期間限定イベント（兵庫わくわく館）
　播磨地域の酒蔵が県産山田錦のみを使って醸造した「ＧＩはりま」の日本酒を当館で販売！
　※詳しくは、兵庫わくわく館までお問い合わせください。

見たことのない大きさの　 初入荷の

生枝豆 ＆ 生栗 登場！

黒南蛮かすてら
１箱972円（税込）

卵白で焼き上げ、きめ細かい絹を
思わせるしっとりカステラ。ご賞
味ください。

山下店長（右）
コロナ感染対策をしっかりとしたうえで営業していますの
で、いつでもお立ち寄りください。秋の味覚をたくさん取
り揃えています。
野崎さん（スイーツ館責任者）（左）
東京交通会館には数多くのアンテナショップが入っていま
すが、専門のスイーツ館はここだけです。ぜひ一度お越し
ください。

かち栗最中
１個200円（税込）

丹波大納言小豆を使った餡の中央
に、大粒の栗が入っています。

Instagramホームページ Twitter

丹波栗スイーツ発売中！丹波栗スイーツ発売中！

予告！予告！
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アンテナショップ通信

日本橋室町　すもと館

注文して３分でできあがる
揚げたてカレーパンも！

たまねぎスープ
100g×２食　800円（税込）

産地直送のたまねぎ
発売中！

季節限定。てっちり、
てっさ用３年とらふぐ。
活てっさ４人前
� 6,400円（税込）

淡路島牛丼
785円（税込）

（左）
淡路島鶏の

タルタル唐揚げ丼
785円（税込）

（右）

淡路島カレー	 700円（税込）
淡路島牛丼	 800円（税込）
淡路鶏てりやき丼	 800円（税込）
淡路牛のローストビーフ丼
� 1,200円（税込）
釜揚しらす丼	 750円（税込）

いちじく５～６個入
※天候等により収穫状況に
変動がありますので、在庫、
価格などについては店舗に
ご確認ください。（上）

いちじくジャム
785円（税込）（左）

淡路産

いちじく

髙木店長
なかなかご旅行も叶わない世情ですので、すも
と館で島の恵みにあふれた商品、イートインメ
ニューをご堪能いただけるよう、スタッフ一同
おもてなしの心でお待ち申し上げております。
ぜひご来館くださいませ。

Instagram

お持ち帰り用のどんぶり
も充実！

〒103-0022
東京都中央区日本橋室町
４丁目４-３
喜助日本橋室町ビル１階
TEL ／03-6811-2272
FAX ／03-6811-2298
営業時間／11：00～20：00
（営業時間が異なることがありますので、
店舗にご確認ください。）
◦東京メトロ銀座線「三越前駅」
　A９出口 徒歩１分

島キッチン
（イートインコーナー）

日照時間が長いため
甘くておいしい！

※緊急事態宣言期間中などは、営業
時間が異なることがありますので、
各店舗にご確認ください。
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Ａ　淡路島
Ｂ　本州
Ｃ　天国
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ハガキ又はＥメールで、クイズの答えと郵便番号、住所、氏名、電話番号、
①本誌で印象に残ったコーナー、②本誌に対するご意見・ご感想を記入してお送りください。
正解者の中から抽選で３名の方に、西川りゅうじんさんからいただいた飲み口スッキリの
本格黒糖焼酎「島のナポレオン」(奄美大島にしかわ酒造)をプレゼントします。

・締め切り　11月30日（火）　※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

　　送り先　〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館13階
　　　　　　兵庫県東京事務所ふるさとひょうごプレゼント担当
　　　　　　Email: info@hyogo-kenjinkai.jp

プレゼントクイズ

U5H（兵庫五国連邦）プロジェクトでは、
兵庫県（摂津（神戸・阪神）、播磨、但馬、丹波、淡路）の
地域性やふるさとの“あるある”ネタを漫画で紹介しています。

読者サロン読者サロン

今回は「神戸・阪神/丹波編」

「ふるさとを語る」に登場いただいた西川りゅうじんさんからの出題です。
国生みの神イザナギとイザナミが最初につくった日本の土地は
次のうちのどれでしょうか？

◀【神戸・阪神】（みそだれ）
神戸の隠れたご当地グルメ、ギョーザ。専門店も
多く、ハシゴで楽しむ人も多い。最大の特徴は、
みそだれ。某全国チェーンのギョーザ店でも、「み
そだれあります」の貼り紙発見！
たれは自家製が多く、店によって赤味噌、白味
噌、酢味噌…と味が全然違う。そのため、地元民
にはだいたい「推しの店」がある。2020年6月、
名店「ひょうたん」閉店の知らせには、多くの神
戸っ子が涙した。※2021年に再オープンしています。

【丹波】（丹波のお城）▶
とはいえ、いったんは明智光秀を敗走せしめ、生
きている間は織田信長勢に城を獲らせなかった「丹
波の赤鬼」黒井城城主・赤井直正、通称・悪右衛
門（怖い！）。丹波竹田駅から2駅約10分、「赤井」
の「黒井」城の本丸跡からは、「白い」雲海が360
度パノラマビュー。続日本100名城。住所は丹波
市春日町、そう黒井城の下館はあの春日局の生誕
地。ようこそ、黒井城へ！

画：もぐら

U5H
あなたの「あるある」投稿してください。
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会
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て
い
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す
。

城崎麦わら細工

　細かい手作業により美しい模様を作り出す城崎麦わら細工は、江戸時代

享保年間に因州（現在の鳥取県）の住人「半七」という者が城崎に湯治に来

ている間、宿賃の足しにと麦わらを色とりどりに染めて、こま、竹笛など

の玩具にはり付け、浴客の土産としたのが始まりといわれています。

　城崎麦わら細工は、はだか麦のさやを色染めしてストロー状のものを編

み込む「編組物」、さやを切り開き、花鳥などの模様を桐箱にはっていく「模

様物」と、同じく切り開いたさやを幾何学模様にはっていく「小筋物」とに分

けられます。いずれの手法による麦わら細工も、現在国内では城崎のみ

で生産されており、他に類を見ない伝統的工芸品としてその独特の持ち

味は高く評価されています。

TEL 03-5212-9040

●お問い合わせ先
　兵庫県産業労働部産業振興局工業振興課
　TEL：078-362-3331　FAX：078-362-3801


